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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。

《住民票・印鑑証明交付のお知らせ》
　４月1日㈰から住民票の写しと印鑑登録
証明書が図書館で受け取れるようになりま
した。図書館の開館日に受け取れますの
で、図書館と同様、皆さまのご利用をお待
ちしています。

新着図書案内
（図書館のホームページ
に多数の本をご案内しています）

◆一般書
□からだのままに 南木　佳士
□一瞬の風になれ１～３ 佐藤多佳子
□恋七夜 安部龍太郎
□ぼくの手はきみのために　　市川　拓司
□作家の手紙 有栖川有栖
□ある島の可能性 ミシェル・ウエルベック
□借りまくる人々　クレジット依存症社会の真実

ジェイムズ・Ｄ・スカーロック
□小学校体育が得意になる！運動遊びの本

中島　清貴
□墨・その孤高の世界 福井　文夫
◆児童書
□ねずみくんのきもち
□ワニぼうのやまのぼり
□あっぱれアスパラ郎
□月あかりのおはなし集
□楽しく遊ぶ学ぶきせつの図鑑

＜こども映写会＞ 4F
　7日㈯　午後２時～
　「まんが世界むかし話51」
＜おはなしかい＞ 2F
　14日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜読書会＞ 3F
　28日㈯　午後１時30分～
　｢土の中の子供」　中村　文則 著
　講師　竹林萌子さん
＜おはなしのひろば＞ 2F
　28日㈯　午後３時～
　｢絵本・かみしばい・折り紙など」
　講師　たんぽぽの会
＊グループ研修 3Ｆ
・「江戸文学を読む」
　7日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草樹萌の会
　21日㈯　午後１時～
＊－日本画の俊英－ 藤岡智樹展
　　　4Ｆ展示コーナー
　４月３日㈫～28日㈯

４月の催し
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選
句２月の貸出冊数

10,004冊

〈休館日〉
　４月２日、４日、９日、16日、23日、
　29日、30日、５月２日～５日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後６時
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北陸政論
明治34年５月 16日

水産講習所に寄った千代松博士
（左から２人目）

右から３人目が城戸与吉郎
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